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が
、
２
０
１
９
の
台
風
19
号

の
波
で
海
側
の
歩
道
が
崩
落

し
、
安
全
確
保
の
た
め
、
移

動
し
て
鎌
倉
海
浜
公
園
稲
村

ガ
崎
地
区
で
保
管
さ
れ
て
い

る
。

　
１
９
２
８
年
、
58
歳
で
京

都
大
学
を
定
年
退
官
し
た
西

田
幾
多
郎
は
、
１
９
４
５
年

に
死
去
す
る
ま
で
鎌
倉
で
過

て
い
て
目
を
見
張
る
。
こ
の

資
料
は
安
成
三
郎
が
保
管
し

て
い
た
も
の
で
、
安
成
の
没

後
、
安
成
の
甥
か
ら
鎌
倉
市

に
委
託
さ
れ
た
と
い
う
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
目
標
金
額
は
、
４
０
０

万
円
。
募
集
期
間
は
８
月
29

日
ま
で
の
90
日
間
。
申
し
込

み
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
、

電
話
、
鎌
倉
市
役
所
企
画
課

ふ
る
さ
と
寄
付
金
担
当
へ
。

☎
０
４
６
７
・
61
・
３
８
４

５

村
ガ
崎
地
区
に
設
置
す
る
た

め
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
、
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。

　
こ
の
歌
碑
は
、

国
道
１
３
４
号
線

沿
い
、
鎌
倉
・
稲

村
ガ
崎
の
海
を
臨

む
公
園
用
地
に
設

置
さ
れ
て
い
た

 

　
雨
と
い
え
ば
「
し

と
し
と
と
雨
が
降
る

中
、
紫
陽
花
や
カ
タ

ツ
ム
リ
が
主
役
」
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
ま
す
が
、
近
年
の
梅
雨

か
ら
現
代
の
小
学
生
た
ち
の

持
つ
梅
雨
の
イ
メ
ー
ジ
を
共

有
で
き
る
の
か
不
安
に
な
る

昨
今
で
す
▼「
新
し
い
言
葉

が
誕
生
す
る
こ
と
で
変
化
す

る
こ
と
」
や「
変
化
し
た
か

ら
新
し
い
言
葉
が
誕
生
す
る

こ
と
」
な
ど
伝
え
残
し
た
い

言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
情
景
や
場
面
が
減
る
こ
と

で
自
然
と
落
ち
着
い
て
い
く

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
▼
令

和
時
代
は
江
戸
や
鎌
倉
時
代

と
言
葉
も
気
候
も
大
き
く
変

化
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
過
去
を
大
切
に
し
つ
つ

も
、
新
し
い
時
代
に
順
応
す

る
必
要
も
あ
る
と
考
え
ま
す

▼
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
む
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
で

も
社
会
状
況
が
好
転
す
る
こ

と
に
期
待
し
ま
す
。（
Ｎ
）

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭

７
日
17
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
大
町
・
八
雲
神
社
例
祭

10
日
９
時
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭
　
16

日
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
三
浦
義
明
墓
前
祭
　
22

日
来
迎
寺
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
施
餓
鬼
会
　
24
日
宝
戒

寺
。
関
係
者
の
み
。
　

　
▼
荏
柄
天
神
社
例
祭
　
24

日
16
時
半
、
宵
宮
、
25
日
10

時
半
、
例
祭
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
天
王
祭
　
中
止
。
小
動

神
社
・
江
の
島
八
坂
神
社
の

合
同
祭
礼
。
　

　
▼
鎌
倉
花
火
大
会
　
中
止

　【
海
水
浴
場
の
開
設
】

　
●
逗
子
海
水
浴
場
　
７
月

16
日
〜
９
月
５
日

　
●
葉
山
海
水
浴
場（
森
戸
、

一
色
、
長
者
ケ
崎
・
大
浜
）

７
月
２
日
〜
８
月
31
日

　
●
藤
沢
市
海
水
浴
場

▽
片
瀬
東
浜
７
月
３
日
〜
９

月
３
日
▽
片
瀬
西
浜
・
鵠
沼

７
月
３
日
〜
９
月
５
日
▽
辻

堂
７
月
17
日
〜
８
月
28
日

７月

　
鎌
倉
市
は
、
鎌
倉
ゆ
か
り

の
哲
学
者
・
西
田
幾
多
郎

（
１
８
７
０
〜
１
９
４
５
年
）

の
歌
碑
を
鎌
倉
海
浜
公
園
稲

鎌
倉
市
が
寄
付
の
呼
び
か
け

西
田
幾
多
郎
の
歌
碑 

復
活
を

５
㍍
ほ
ど
の
大
き
さ
の
御
影

石
で
、「
七
里
濱 

夕
日
漂
ふ

波
の
上
に 

伊
豆
の
山
々
果

し
知
ら
ず
も
　
寸
心
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
幾
多
郎
は

哲
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
、

詩
人
で
も
あ
り
、
終
生
で

２
０
０
首
ほ
ど
の
短
歌
を
残

し
た
。
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
歌

は
１
９
３
５
年
、
幾
多
郎
が

65
歳
頃
の
作
と
い
う
。

　
歌
碑
を
発
案
し
た
の
は
、

安
成
三
郎
で
、
鈴
木
大
拙
が

歌
を
選
び
、
朝
比
奈
宗
源
の

書
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術

館
旧
鎌
倉
館
を
設
計
し
た
建

築
家
・
坂
倉
準
三
の
デ
ザ
イ

ン
で
建
立
さ
れ
た
。

　
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
に
、

歌
碑
建
立
の
発
起
人
と
賛
助

者
の
名
前
を
記
し
た
資
料
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
、
発
起
人
と
し

て
、
和
辻
哲
郎
、
川
端
康
成
、

ら
29
人
の
ほ
か
、
賛
助
者
と

し
て
小
林
秀
雄
や
東
山
魁
夷

ら
２
２
５
人
の
著
名
な
学
者

や
文
化
人
が
名
を
連
ね
て
い

　
鎌
倉
表
駅
商
友
会
（
荒
井

國
明
会
長
・
会
員
約
１
０
０
）

が
、
５
月
に
加
盟
店
舗
の
位

置
と
業
種
を
示
し
た
商
店
街

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
加
盟
店

や
観
光
案
内
所
な
ど
で
配
布

し
て
い
る
＝
写
真
は
荒
井
会

長
。
鎌
倉
市
商
店
街
活
性
化

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、

８
０
０
０
部
作
成
。

　
同
商
友
会
は
、
１
９
４
８

年
４
月
に
発
足
し
、
活
動
を

開
始
。
鎌
倉
駅
東
口
周
辺
か

ら
二
の
鳥
居
に
か
け
て
の
商

店
や
企
業
、
金
融
機
関
、
寺

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
は
、
銀
行
や
郵

便
局
、農
協
連
即
売
所
、ス
ー

パ
ー
、小
売
店
な
ど
が
あ
り
、

住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
店

舗
が
多
い
。荒
井
会
長
は「
観

光
客
に
も
地
元
の
人
た
ち
に

も
、
よ
り
地

域
の
お
店
の

こ
と
な
ど
を

知
っ
て
も
ら

い
つ
な
が
り

が
も
て
た
ら

う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

鎌
倉
表
駅
商
友
会　

商
店
街
マ
ッ
プ
作
成 

▶
稲
村
ガ
崎
に
あ
っ
た
西
田
幾

多
郎
の
歌
碑
＝
鎌
倉
市
提
供

http://www.inouekamaboko.co.jp/

ご
し
、
鎌
倉
の

海
に
ま
つ
わ
る

短
歌
を
い
く
つ

も
残
し
た
。
幾

多
郎
の
没
後
、

そ
の
偉
業
を
記

念
す
る
た
め
に

１
９
５
１
年
、

歌
の
一
つ
を

彫
っ
た
歌
碑
が

建
立
さ
れ
た
。

　
歌
碑
は
幅
約

１
㍍
、高
さ
２
・

　
上
杉
重
房
は
鎌
倉
中
期

の
武
将
で
関か
ん
と
う東
管か
ん
れ
い領
上

杉
氏
の
祖
と
い
わ
れ
ま
す
。

１
２
５
２
年
（
建
長
４
）
宗む
ね

尊た
か
親し
ん
の
う
王
が
鎌
倉
幕
府
６
代

将
軍
と
し
て
下
向
す
る
の
に

従
い
鎌
倉
に
移
り
ま
し
た
。

や
が
て
上
杉
氏
は
足
利
氏
と

密
接
な
姻
戚
関
係
を
結
び
、

重
房
の
孫
娘
（
清
子
）
は

足あ
し
か
が利

貞さ
だ
う
じ

氏
の
妻
と
な
り
、

あ
の
足
利
尊
氏
、
直た

だ
よ
し義を

生

み
ま
し
た
。
以
後
足
利
氏
の

外
戚
と
し
て
重
き
を
な
し
、

末ま
つ
え
い

裔
、
上

う
え
す
ぎ杉

憲の
り
ま
さ

方
は
明
月
院

の
開
基
と
な
り
ま
し
た
。

　
鎌
倉
後
期
の
肖
像
彫
刻

の
傑
作
と
い
わ
れ
る
像
は

　
６
月
と
い
え
ば
鎌
倉
。
明

月
院
ブ
ル
ー
の
紫
陽
花
が
ひ

と
き
わ
爽
や
か
に
咲
く
明
月

院
を
散
策
し
て
き
ま
し
た
。

木
々
を
抜
け
る
風
、
季
節
の

花
々
に
囲
ま
れ
た
明
月
院
境

内
に
は
楽
し
そ
う
に
歩
く
若

者
が
目
立
ち
ま
す
。
お
寺
に

若
者
が
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り

で
す
。
綺
麗
な
着
物
や
浴
衣

で
彩
っ
た
お
嬢
様
方
に
、
思

わ
ず
花
よ
り

も
目
が
う
ば

わ
れ
て
し

ま
い
ま
す

（
笑
）。

　
続
く
コ
ロ

ナ
禍
に
人
々

は
限
界
、
疲

弊
し
た
心
に

少
し
で
も
鎌

倉
の
自
然
や

清
々
し
い
空

気
に
ふ
れ
た
い
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
お
寺
は
癒
し
の
空

間
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
の
オ
ア

シ
ス
な
の
で
す
。

　
さ
て
今
回
の
み
ほ
と
け

は
、
明
月
院
所
蔵
の
上
う
え
す
ぎ杉

重し
げ
ふ
さ房
坐
像
で
す
。
像
は
現

在
、
鎌
倉
国
宝
館
に
寄
託
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
月
院
・
上
杉
重
房
坐
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（111）

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

烏え
ぼ
し
帽
子
を
か
ぶ
り
、狩か
り
ぎ
ぬ衣（
貴

族
の
日
常
着
）
と
指さ
し
ぬ
き貫と
い

わ
れ
る
袴
は
か
ま
姿
で
安
座
す
る

姿
は
勇
ま
し
く
武
将
で
あ
り

な
が
ら
、
朝
廷
に
仕
え
る
頃

の
都
人
と
し
て
品
格
の
あ
る

風
貌
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
凛
々
し
く
も
少
し
う
つ
む

き
加
減
で
温
和
に
見
え
る
お

顔
に
は
、
何
某
か
心
に
憂
い

を
感
ず
る
よ
う
な
表
情
に
も

見
え
ま
し
た
。
そ
の
曇
り
の

空
の
よ
う
に
も
み
え
る
重
房

の
眼
の
先
に
あ
る
世
は
ど
ん

な
時
代
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　
木
造
、
彩
色
、
玉
眼
。
像

高
68
・
２
㎝
。
鎌
倉
時
代
。

▲
歌
碑
建
立
の
発
起
人
名
簿


